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2011年３月期 第２四半期 連結決算速報のお知らせ 

 
2011 年３月期第２四半期累計期間（2010 年４月１日～2010 年９月 30 日）の連結決算速報を、

下記のとおりお知らせいたします。なお、決算発表は 11 月４日を予定しております。 
 

記 

 
1. 2011 年３月期 第２四半期累計期間 連結決算速報 
 （単位：億円） 

 売 上 高 
営業利益 

（△損失）

経常利益 

（△損失） 

四半期純利益

（△損失）

2011年３月期第２四半期累計 

速報値（Ａ） 
3,250 675 520 395

2010年３月期第２四半期累計 

実績（Ｂ） 
1,684 △415 △520 △516

増減額（Ａ－Ｂ） 1,566 1,090 1,040 911

増減率（％） 93% － － －

 

（ご参考） 

    

 売 上 高 
営業利益 

（△損失）

経常利益 

（△損失） 

四半期純利益

（△損失）

2011年３月期第２四半期 

速報値（Ａ－Ｃ） 
1,487 231 150 88

2011年３月期第１四半期 

実績（Ｃ）  
1,763 444 370 307

2010年３月期第２四半期 

実績 
959 8 △55 △72

2010年３月期第１四半期 

実績 
726 △423 △466 △444

- 1/2 - 



2. 連結業績変動の主たる要因 

当第２四半期累計期間の売上高は、前年同期比 93％増の約 3,250 億円となる見込みです。これ

は前年同期比で DRAM の出荷ビットが増加したこと及び DRAM の平均販売単価（1G ビット換

算）が上回ったことによるものです。生産プロセスの微細化による製品当たりのコスト低減等に

より、営業損益は前年同期の 415 億円の損失から 1,090 億円改善し、675 億円の利益となる見込

みです。経常損益、四半期純損益については、それぞれ 520 億円の利益、395 億円の利益となり、

前年同期の 500 億円超の赤字から黒字転換する見通しです。 
なお、当第２四半期会計期間につきましては、DRAM 価格の下落と急激な円高の影響により前

四半期会計期間比で減収減益となる見込みです。また、当第２四半期の出荷ビットは、ガイダン

スの「前四半期比５～10%増加」の下限となりました。 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本決算速報に記載されている情報は、当社が当資料発表時点で入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提を元に作成したものであり、2010 年 11 月４日に発表を

予定している決算数値は、様々な要因により、本速報値と大きく異なる可能性があります。

 

 
 
＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
エルピーダメモリ株式会社 
パブリックリレーションズグループ 
広報担当 坪井・齋藤・鶴巻 
TEL：03-3281-1648 
E-mail：press@elpida.com 
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